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１．はじめに
近年の医療の進歩，社会からの看護に対する期待
を踏まえ，看護職には知的・倫理的な高度医療への
対応，生活や予防を重視する視点が求められている。
加えて，学修の概念の変化により，主体性の育成も
求められている。H７年文部科学省は，入学早期の
段階で，病院などの医療現場での直接的体験を通じ
て，看護職への動機づけ・使命感を体得させること
などを目的とした早期体験実習（アーリー・エクス
ポージャー）の導入について触れた（文部科学省
１９９５）。以後今日まで看護系大学では，学修への動
機づけ，対象者と専門職の理解，チーム医療・へき
地医療の学習，看護観の醸成などを目的とし，病棟
や外来，介護保険や障害者施設，保健センター，保
育所，などにおいて早期体験実習を実施している。
いずれの場の実習においても，学修への動機づけ，
対象者理解，看護の役割理解，看護職が働く場の理
解などが高まっていることが報告されている。しか
し，これらの研究は全て実践報告であり，看護系大
学での早期体験実習の効果を明確にしたものはない。
そこで本研究は，本学で実施している早期体験実習
を評価・検討するための基礎資料とするために看護
学教育における早期体験実習での学習内容について
文献レビューを行うことを目的とする。
２．研究方法
１）用語の定義
本研究では，学習内容を「実習にて習得した内容
と実習によって変化した認識」と定義する。
看護学教育における早期体験実習での
学習内容に関する文献レビュー
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Literature Review Research on Learning Contents of Early Exposure to
Clinical Practice in Nursing Education
Tomomi FUJISHIRO, Junko KOBAYASHI, Mitsue WATANABE
ABSTRACT
This study conducted a literature review with the aim of identifying the current research on learning
contents of early exposure to clinical practice in the nursing education field. By defining “learning contents”
as “what trainees have learned and newly discovered through clinical exposure practices,” 14 studies were
selected as review targets. All of these studies were conducted at the one university, and practice facilities
included hospitals and social welfare services. The results indicated that the learning contents were classified
into ten categories : (1) how to build a relationship ; (2) communication ; (3) patients’ perception ; (4)
aptitudes and attitudes necessary for nursing professionals ; (5) learning by relating materials to one’s existing
knowledge ; (6) the role of nursing ; (7) understanding of hospitals and related facilities ; (8) team-based
medical practice ; (9) broadening perspective ; (10) self-appointed tasks. Three categories were defined for
the new recognition of trainees through early clinical exposure : (11) improving awareness of nursing ; (12)
strengthening learning motivation ; and (13) bewilderment. Despite these outcomes, it was concluded that it
would be necessary to further investigate the differences in learning contents by considering various methods
for early exposure and their effectiveness owing to the fact that all the targeted studies were conducted at a
single university.
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２）対象文献
医学中央雑誌ではキーワード「早期体験実習」に
て看護文献を検索し，メディカルオンラインでは
キーワード「早期」「体験実習」「看護」にて検索を
行った。検索されたものから重複する文献，会議録，
抄録，実践報告，看護学実習を含まないものを除き，
最終的に２２文献を分析対象とした。次に，２２文献か
ら学習内容を明らかにすることを目的とした研究１４
件を抽出し，対象文献とした。
３）分析方法
対象文献から，実習方法（実習年次，実習施設，
実習目的），研究目的，研究方法（研究対象，デー
タ収集方法，分析方法），研究結果の概要をまとめ
た。
次に，対象文献から学習内容に関する研究結果を，
抽象度に配慮しながら抽出した。そして，抽出され
た結果の類似性に着目してカテゴリー化を行った。
分析は研究者３名で行い，信頼性の確保に努めた。
３．結果
対象文献は全て単一大学の履修生を対象とした研
究であった。早期体験実習における学習内容を明ら
かにした研究の概要は表１に，学習内容を抽出して
カテゴリー化した結果を表２に示した。以下，本文
中の＜ ＞はカテゴリー化により抽出された学習内
容を示す。
１）対象文献内で実施された実習時期
対象文献１４件中，１年次前期に行われた実習を対
象とした研究が１０件，１年次後期に行われた実習を
対象とした研究が１件，２年次前期に行われた実習
を対象とした研究が３件であった。
２）対象文献内で実施された実習施設
対象文献１４件中，病院における実習は９件，病院
と社会福祉施設の両方での実習は３件，社会福祉施
設における実習が１件，記載のなかった文献が１件
であった。
３）対象文献内で実施された実習目的
対象文献１４件中，対象者と看護の理解を目標とし
た実習が４件，環境と看護の理解を目標とした実習
が３件，対象者・環境・看護の理解を目標とした研
究が３件であった。看護のみの理解，学習への動機
づけを目標とした実習はそれぞれ１件ずつであ
り，１件は実習目標について記載されていなかった。
４）対象文献の研究目的
対象文献１４件中，チーム医療に関する学びのみを
明らかにした研究が２件，看護の役割に関する学び
のみを明らかにした研究が１件あった。
５）対象文献の分析対象
実習後のレポートを分析した研究が８件，質問紙
調査が３件，質問紙と面接の併用が１件，自己評価
表の分析が１件，観察による調査が１件であった。
６）早期体験実習に関する学習内容
分析の結果，実習内容として，＜関係づくり＞＜
コミュニケーション＞＜対象者の思い＞＜看護職に
必要な能力・姿勢＞＜既習の知識に関連づけた学び＞
＜看護の役割＞＜保健医療福祉の場＞＜チーム医療＞
＜視野の拡大＞＜自己の課題＞＜看護職を目指す動
機づけ＞＜学習意欲の向上＞＜戸惑い＞の１３カテゴ
リーが抽出された（表２参照）。
＜関係づくり＞とは対象者との関係づくりの必要
性や重要性を学んだという内容であり，＜コミュニ
ケーション＞とはコミュニケーションの重要性やコ
ミュニケーションの取り方を学んだという内容であ
る。＜対象者の思い＞とは，対象者との関わりを通
して学んだことが含まれており，「生活者として素
直な感情を抱き患者の気持ちに同化する」「生活者
や援助者として，患者の思いを推察する」という内
容が含まれた。＜看護職に必要な能力・姿勢＞は，
観察力を含む能力，尊重や受容を含む看護職に必要
な姿勢を学んだという内容である。＜既習の知識に
関連づけた学び＞は，実習前に学んだ知識と照らし
合わせて具体的に学び，再認識し，考えを深めたと
いう内容である。＜看護の役割＞とは不安の軽減や
藤代知美・小林淳子・渡部光恵
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日常生活の援助，安全を守る援助などの看護の役割
を学んだという内容であり，＜保健医療福祉の場＞
とは病院や施設の構造やシステムなどについて学ん
だという内容である。＜チーム医療＞とは職種，連
携とその条件を学んだという内容であり，＜視野の
拡大＞は新たな発見をしたり，視野が拡大したとい
表１ 早期体験実習での学びの内容に関する研究の概要
№
研究者
（発表年）
実習方法
（①実施年次，②実習場所，
③実習目的）
研究目的
研究方法
（①研究対象
②データ収集方法
③分析方法）
研究結果の概要
１
鈴木ら
（２０１５）
①２年次前期 ②病院 ③
基礎看護学で学習した看護
の知識や技術を用いて看護
活動の実際と看護の役割を
考える．病院・外来・病棟
という，医療・看護活動の
場を理解する．
学生の学びを Bloomの教
育目標分類である認識領域・
情意領域・精神運動領域の
３つに分類し，教育評価を
行う．
①２年次実習生
②実習後レポート
③テキストマイニン
グを用いて分析後，
Bloomの教育目標分
類である認識領域・
情意領域・精神運動
領域の３つに分類
情意領域の知識・理解・応用の３つに共通する語句は，「患
者」「ケア」「コミュニケーション」「看護」「入浴」「清潔」
の６語句であった．情意領域では「受容」「対応」「尊重」に
共通する語句として「介助」があった．精神運動領域は，「模
倣」「操作」で共通する語句が「配膳」のみであった．とい
う語句の頻度が高かった．
２
鈴木ら
（２０１５）
①２年次前期 ②病院
③基礎看護学で学習した看
護の知識や技術を用いて看
護活動の実際と看護の役割
を考える．病院・外来・病
棟という，医療・看護活動
の場を理解する．
学生が関わった看護行為と
実習における学生の着眼点
を明らかにする．
①２年次実習生
②実習後レポート
③テキストマイニン
グを用いて分析
頻出語は，「見学」「実施」「患者」であり，共起ネットワー
クを描出した結果，中心的語句「見学」「看護」は，出現回
数が高値を示した．他に描出された語句は，「実習」「コミュ
ニケーション」「測定」「配膳」「実施」「清拭」「交換」など
があった．
３
田中ら
（２０１３）
①２年次前期 ②病院
③基礎看護学で学習した看
護の知識や技術を用いて看
護活動の実際と看護の役割
を考える．病院・外来・病
棟という，医療・看護活動
の場を理解する．
「看護活動を知る実習」に
おいて学生が意味化した経
験の内容を明らかにし，経
験による学びの認識を促す
教育的関わりを検討するた
めの基礎資料とする．
①２年次実習生
②実習後レポート
③質的分析
看護活動を知る実習の学びとして，【人間関係構築の必要性】
【知識・技術からの実践能力への発展】【職業的自立の基盤
となる能力・態度】【看護職志望願望の強化】【看護学生とし
ての自己課題の認識】【臨床実習に関する目的未達成感】の
６つの大カテゴリーが抽出された．
４
古市
（２０１１）
①１年次前期 ②病院
③看護の主要な対象である
患者の療養生活および療養
環境を知り，そこで行われ
る看護活動の実際を早期に
体験する．
早期体験実習における学び
の内容を明らかにする．
①１年次実習生
②自由記述質問紙調
査 ③ Belelsonの内
容分析にてカテゴリー
化
学生の学びとして【満足感】（サブカテゴリーは施設理解，
看護ケアの理解，看護師への決意，積極性，実習時期，職員
の対応），【気づき】（サブカテゴリーは，学習意欲，新たな
発見，自己の課題，未熟さ，コミュニケーションの大切さ，
看護師の役割），【戸惑い】（サブカテゴリーは知識不足，積
極性のなさ，患者との関わり，実習時期，実習目的の不明確
さ，不安）の３カテゴリーが得られた．
５
谷口
（２０１０）
①１年次前期 ②病院
③患者と直接かかわること
で生活者としての患者を理
解し，援助を必要とする患
者に関心を寄せることの意
味について考える機会とす
る．
看護学生への早期体験学習
についての構成的エンカウ
ンターグループを用いたリ
フレクションを行い，その
内容から構成的エンカウン
ターグループのリフレク
ションツールとしての効果
を検討する．
①研究者が担当した
実習学生５名 ②観
察 ③ Gibbsのリフ
レクティブサイクに
沿って分類した語，
カテゴリー化
学生の体験は【病院の構造やシステム】【看護師の態度・仕
事の様子】【患者との関わり】の３カテゴリーが抽出された．
メンバー全員が感情の自覚から課題の明確化まで導くことが
できた．構成的エンカウンターグループは，短時間で心的進
化を促し，グループのエンパワメント効果から自己理解を深
めることができるという点において，書学者の実習経験にお
けるリフレクションの有効性が示唆された．
６
伊藤ら
（２００９）
①１年次前期 ②病院，老
人保健福祉施設 ③施設に
入所する人々の様子や生活
の実態を把握するとともに，
看護の役割を理解して，今
後の学習に役立てる．
早期体験実習の評価と学生
の学びの内容を明らかにす
る．
①１年次実習生
②質問紙調査と面接
調査 ③量的分析と
質的分析
学生の学びの具体的内容は，【患者や家族と関わりからの学
び】【医療や福祉の場を知ること】【実習と授業とのつながり】
【看護ケアの具体化】【意欲の向上】の５カテゴリーが，早
期体験実習への戸惑いと要望として，【初めての実習での戸
惑い】【早期体験実習への要望】の２カテゴリーが得られた．
７
川口ら
（２００９）
①１年次前期 ②記載なし
③看護ケアの実際を知り，
今後の学習の動機づけにす
る．
看護学生が早期体験実習で
とらえた「看護の役割」に
ついて学んだことを明らか
にする．
①１年次実習生
②実習後レポート
③質的分析
看護の役割について【看護の役割として信頼関係・人間関係
形成】【不安の軽減・心を支える】【日常生活の援助】【コミュ
ニケーション】【患者の観察】【安全を守る援助】【看護師あ
るいは他職種との調整】【人権尊重・インフォームドコンセ
ント】【自立への援助】【診療の補助】の１０カテゴリーが抽出
された．
８
川野ら
（２００９）
①１年次後期 ②病院（４
学科合同） ③医療施設に
おける患者の生活と看護の
役割について学び，今後の
学習の動機づけとする．
チーム医療教育を目的とす
る早期体験実習を通して，
看護学生がどのような学び
を得ているかを明らかに
し，１年次においてチーム
医療を学習する意義を考察
する．
①看護学科１年次実
習生 ②質問紙調査
③量的分析
対象学生が所属する「作業療法士」「診療放射線技師」「理学
療法士」に対する理解度の上昇率が最も著明であった．学生
の考えるチーム医療を促進する因子の実習前後の比較におい
て，因子数の増加・具体化が認められた．チーム医療の定義・
重要性に対する理解度も実習後において増加していた．
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う内容である。＜自己の課題＞とは，学び方，学習
の必要性，自分が未熟であることを学んだという内
容である。＜看護職を目指す動機づけ＞には，「看
護職志望願望の強化」「援助者としての自己意識が
芽生える」などが含まれた。また，＜学習意欲の向
上＞と反対に，初めての実習への＜戸惑い＞もあっ
た。
№
研究者
（発表年）
実習方法
（①実施年次，②実習場所
③実習目的）
研究目的
研究方法
（①研究対象
②データ収集方法
③分析方法）
研究結果の概要
９
山下ら
（２００９）
①１年次前期 ②病院（医
学科との合同実習） ③記
載なし
早期体験実習における
チーム医療に関する学び
の内容を明らかにするこ
とで，早期体験実習の学
習効果を評価し，教育の
示唆を得る．
①看護学科１年次実
習生 ②実習後レ
ポート ③レポート
からチーム医療に関
する学びを抽出し質
的に分析
チーム医療に関する学びとして，【チーム医療を構成する職種
の存在とその役割】【各医療職者間の連携の重要性】【チーム医
療に必要な条件】【チームナーシングについての理解】【チーム
医療の形態】の５つのカテゴリーが抽出された．
１０ 神庭ら
（２００８）
①１年次前期 ②保健福祉
施設 ③看護の対象となる
あらゆる成長・発達段階，
あらゆる健康レベルにある
人々についての多様な価値
観や日常生活について知り，
生活者を対象としている看
護について理解する．
ふれあい実習を通して学
生が学んだ内容及び効果
を明らかにし，今後の教
育のありかたを検討する．
①１年次実習生
②自己評価表 ③量
的分析と質的分析
「対象者とのコミュニケーションができる」「対象者や家族が
健康な生活を営むために協力が必要なことが分かる」「対象者
が健康を維持するために行っている日常の取り組みについて知
る」「看護の対象として個人のみならずその家族や生活環境に
ついて知る必要性が分かる」「あらゆる発達段階と健康レベル
にある人が看護の対象であることが分かる」「現地の実習につ
いて意欲的に参加できた」「実習について満足する学びができ
た」の項目で９０％以上の対象者が｛よくできる｝｛できる｝と
評価した．自由記載からは，学生の学びの内容として，【看護
の対象に関する気付き】（中項目は発達段階，健康レベル，暮
らし方，生きがい，健康観，家族，地域），【対象との関わり方
に関する気付き】（中項目はコミュニケーションの大切さ，コ
ミュニケーションの難しさ，対象に合わせた関わり方，保健師
の関わりの姿勢や態度，かかわりの姿勢），【地域における看護
活動とその役割に関する気付き】（中項目は，地域における看
護の必要性，保健師の役割，地域の健康づくり），【学び方に関
する気付き】（学習への取り組み，事前学習，グループワーク，
体験からの学び，今後の学び方の姿勢）の４つが抽出された．
１１ 浅井
（２００７）
①１年次前期 ②病院
③学習の初期において，医
療の場を知り健康障害を
持った人々と直接かかわる
ことを通して，看護の機能・
役割について理解する．学
習を通して今後の学習の動
機づけとする．
早期体験実習において，
学生の視点から見た学生
が意味づけした学習経験
の内容を明らかにする．
①１年次実習生
②実習後レポートか
ら無作為に抽出
③ Berelsonの内容分
析
学生の視点から見た学習経験として，【生活者として素直な感
情を抱き患者の気持ちに同化する】【援助者としての自己意識
が芽生える】【現実を知覚し援助者としての価値観を模索する】
【生活者や援助者として，患者の思いを推察する】【学習者と
して，学習する価値や今後の自己の方向性を発見する】の５つ
のカテゴリーが抽出された．
１２ 浅井ら
（２００７）
①１年次前期 ②病院
③学習の初期において，医
療の場を知り健康障害を
持った人々と直接関わるこ
とを通して，看護の機能・
役割りについて理解する．
実習を通して，今後の学習
の動機づけとする．
早期体験実習から学生の
意味化した学習経験の内
容と特徴を明らかにする．
①１年次実習生
②実習後のレポート
③レポートの質的分
析
学習経験として，【情報を獲得し，その情報に印象や感情を抱
いた経験】【情報を既存の知識と照合し情報を理解した経験】【情
報を既存の知識と照合し情報を理解し感情を抱いた経験】【情
報を既存の知識と照合し疑問や問題意識を抱いた経験】【既存
の知識を加えながら，情報に基づき異なる状況を考え，推し量っ
た経験】【情報から看護への関心を広げた経験】【情報を契機に
自己を客観視した経験】の７つのカテゴリーが抽出された．
１３ 皆川ら
（２００６）
①１年次前期 ②病院，保
健医療福祉施設，在宅，産
業保健 ③医療施設および
地域（行政，産業，福祉施
設等）の見学を通して，看
護の対象と看護活動の実際
を理解する．
学生が実習目標にそって
どのような学びができて
いるかを明らかにし，実
習における課題と意義を
検討する．
①１年次実習生
②実習後レポート
③質的分析
「看護の対象を知る」という実習目標に関して１７カテゴリー，
「看護活動の実際を知る」という実習目標に関して１３カテゴ
リーが抽出された．「看護職の役割を考える」という実習目標
に対しては，【看護の基本的な役割】【対象者に合った看護の役
割】【役割を果たすための看護活動】の３カテゴリーが抽出さ
れた．その他に【看護職に必要な態度・姿勢】【対象者との人
間関係づくりの重要性】【看護職として必要な能力】【観察力の
必要性と方法】の４カテゴリーが抽出された．
１４ 相原ら
（２００５）
①１年次前期 ②病院，保
健医療福祉施設，在宅，産
業保健 ③現場の看護活動
に触れることを通して，看
護専門職者として自覚を促
し，今後の学習の動機づけ
とする．
早期体験実習における意
味を学生自身がどのよう
に捉えているかを把握し，
今後の看護学教育に生か
す．
①過去に実習を行っ
た１～４年次生
②自由記述式の質問
紙調査 ③質的分析
看護学生が捉えた早期体験実習における体験の意味として，【経
験の獲得】【視野の拡大】【イメージの具体化・変化】【既知の
内容の再確認】【現実を知ったことによる授業内容の理解・考
えの深まり】【看護・対象となる人々・医療現場について新た
な発見】【未熟さの自覚・課題の発見】【同級生に対する思いの
変化】【実習における戸惑い・つらさの自覚】【実習の無意味さ・
つまらなさの自覚】の１０カテゴリーが抽出された．
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表２ 早期外見実習の学びの内容 （表中の№は，表１の№に対応する）
学びの内容 研究結果からの抽出
関係づくり
人間関係構築の必要性（№３）
看護師の役割として信頼関係・人間関係形成（№７）
対象者との人間関係づくりの重要性（№１３）
コミュニケーション
コミュニケーション（№１，２，７）
コミュニケーションの大切さ（№４）
対象者との関わり方に関する気付き（№１０）
対象者の思い
患者との関わり（№５）
患者と家族との関わりからの学び（№６）
看護の対象に関する気付き（№１０）
生活者として素直な感情を抱き患者の気持ちに同化する（№１１）
生活者や援助者として、患者の思いを推察する（№１１）
看護・対象者となる人々・医療現場について新たな発見（№１４）
看護職に必要な能力・姿勢
尊重（№１）
受容（№１）
職業的自立の基盤となる能力・態度（№３）
看護師の態度・仕事の様子（№５）
患者の観察（№７）
看護職として必要な能力（№１３）
看護職に必要な態度・姿勢（№１３）
観察力の必要性と方法（№１３）
看護・対象者となる人々・医療現場について新たな発見（№１４）
既習の知識に関連づけた学び
知識・技術からの実践能力への発展（№３）
看護ケアの理解（№４）
看護ケアの具体化（№６）
実習と授業とのつながり（№６）
情報を既存の知識と照合し情報を理解した経験（№１２）
情報を獲得し，その情報に印象や感情を抱いた経験（№１２）
情報を既存の知識と照合し情報を理解し感情を抱いた経験（№１２）
情報を既存の知識と照合し疑問や問題意識を抱いた経験（№１２）
既存の知識を加えながら，情報に基づき異なる状況を考え，推し量った経験（№１２）
イメージの具体化・変化（№１４）
既知の内容の再確認（№１４）
現実を知ったことによる授業内容の理解・考えの深まり（№１４）
経験の獲得（№１４）
看護の役割
看護師の役割（№４）
不安の軽減・心を支える（№７）
日常生活の援助（№７）
安全を守る援助（№７）
人権尊重・インフォームドコンセント（№７）
看護師あるいは他職種との調整（№７）
自立への援助（№７）
診療の補助（№７）
地域における看護活動とその役割に関する気付き（№１０）
看護の基本的な役割（№１３）
対象者に合った看護の役割（№１３）
役割を果たすための看護活動（№１３）
保健医療福祉の場
施設理解（№４）
病院の構造やシステム（№５）
医療や福祉の場を知ること（№６）
看護・対象者となる人々・医療現場について新たな発見（№１４）
チーム医療
学生が所属する職種に関する理解度が上昇（№９）
チーム医療を構成する職種の存在とその役割（№１１）
各医療職者間の連携の重要性（№１１）
チーム医療に必要な条件（№１１）
チームナーシングについての理解（№１１）
チーム医療の形態（№１１）
視野の拡大
新たな発見（№４）
視野の拡大（№１４）
自己の課題
看護学生としての自己課題の認識（№３）
自己の課題（№４）
未熟さ（№４）
学び方に関する気付き（№１０）
学習者として，学習する価値や今後の自己の方向性を発見する（№１１）
情報を契機に自己を客観視した経験（№１２）
未熟さの自覚・課題の発見（№１４）
看護職を目指す動機づけ
看護職志望願望の強化（№３）
看護師への決意（№４）
現実を知覚し，援助者としての価値観を模索する（№１１）
援助者としての自己意識が芽生える（№１１）
情報から看護への関心を広げた経験（№１２）
学習意欲の向上
学習意欲（№４）
意欲の向上（№６）
情報から看護への関心を広げた経験（№１２）
戸惑い
臨床実習に関する目的未達成感（№３）
戸惑い（№４）
初めての実習での戸惑い（№６）
実習における戸惑い・辛さの自覚（№１４）
実習の無意味さ・つまらなさの自覚（№１４）
看護学教育における早期体験実習での学習内容に関する文献レビュー
― 187 ―
Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／四国大学紀要／２０１６年／人文・社会科学編（第４６号）／横組／藤代知美　他  2016.07.19 16.44.37  Pag
４．考察
本研究では，早期体験実習による学習内容を１３カ
テゴリーにまとめることができた。ここでは，専門
職としての学修への動機づけ，対人的援助に関する
学び，入学後早期の視野を広げる学び，の３点に関
する早期体験実習の意義と課題について考察を加え
る。
１）専門職としての学修への動機づけ
すでに述べたように，早期体験実習は入学早期に
直接的体験を行い，看護職への動機づけを高め，主
体的な学修態度を育成することを目指している（看
護学教育の在り方に関する検討会 ２００２：２１‐２３）。
本研究結果より，早期体験実習を通して学習した内
容として，＜自己の課題＞＜看護職への意欲の向上＞
＜学習意欲の向上＞があることが分かった。しかし，
実習後の学修態度の変化について明らかにした研究
はない。今後は，早期体験実習後の学修態度の変化
について研究すること，さらには早期体験実習に
よって向上した意欲を，学修態度の変容に結びつけ
るための教育方法について検討することが必要であ
る。
一方，実習での＜戸惑い＞も複数の文献から明ら
かにされていた。戸惑いを経て学習は深化すると考
えられるが，学生が戸惑いを表現するのを助けるこ
とや（古市ら ２０１１：１７‐２２；神庭ら ２００８：１０７‐
１１４），実習目標や実習方法が学生にとって適当であ
るか検討することが必要である。
２）対人的援助に関する学び
早期体験実習を通して，関係づくりやコミュニ
ケーション，対象者の思いを理解していることが明
らかにされていた。特に，学生がまだ看護を学び始
めて間もないため，完全な“援助者”としてではな
く，対象者と同じ“生活者”としての視点で，入院
患者である対象者を理解していることが明らかにさ
れていた（谷口 ２０１０：４３‐５０；浅井２００７：３１‐３８）。
これは，入学後早期に実習を行うことによるメリッ
トである。
３）入学後早期に視野を広げる学び
実習は，学内で学修した知識・技術・態度を統合
する位置づけにあり，「知る」「わかる」段階から，
「使う」「実践できる」段階に到達するために欠か
せないものである（看護学教育のあり方に関する検
討会 ２００２：２０‐２１）。今回の研究から，早期体験実
習においても，既習の知識に関連づけた学びがされ
ていることが分かった。しかし，入学間もない学生
が実習の目的を理解し，主体的に学び取るには，教
員による援助が不可欠だとも言われており（伊藤ら
２００９：６３‐７２；相原ら ２００５：２７‐３５），教員に学生
の体験を教材化させる能力が求められる（厚生労働
省 ２０１１：５‐９）。
北村ら（２００９：４３‐５０）は，へき地における看護
実習を実現した過程を報告する中で，早期体験実習
が導入される前には，地域で生活する全ての人が看
護の対象であることを学生が理解することが困難で
あったと述べている。神庭ら（２００８：１０７‐１１４）も，
病院以外をフィールドとした早期体験実習は，時代
のニーズにより拡大する看護の場を理解する良い機
会となっていると考察している。他に，他学部との
合同実習によりチーム医療を学習している早期体験
実習もあり（川野ら ２００９：１２３‐１３３；山下ら ２００９：
３１９‐３２１），入学早期に，援助者としてではなく対象
者に近い視点で考えることのできる学生が，批判的
に広い視野で学ぶことの有効性が考察されている。
つまり，広い視野で看護とその対象を捉えられるよ
うにするためには，入学後早期からの取り組みが有
効であると考えられる。これは，各大学の理念に委
ねられているのが現状である。
５．結論
看護学教育における早期体験実習の学習内容に関
する研究の動向を明らかにすることを目的として文
献レビューを行ったところ，＜関係づくり＞＜コ
ミュニケーション＞＜対象者の思い＞＜看護職に必
要な能力・姿勢＞＜既習の知識に関連づけた学び＞
＜看護の役割＞＜保健医療福祉の場＞＜チーム医療＞
＜視野の拡大＞＜自己の課題＞＜看護職を目指す動
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機づけ＞＜学習意欲の向上＞＜戸惑い＞の１３の学び
が抽出された。そして，学生が実習から主体的に学
び取るため，学生の戸惑いを学びに変えるための教
員の指導能力を向上させること，早期体験実習に
よって高まった学習意欲が学修行動をどのように変
容させているのか明らかにすること，今後の早期体
験実習の方向性について検討することが課題である
と考察された。
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